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日本、台湾の誠者
や財
界人が集ま
り

、
双方の新しい
関係

を考
え

るアジ
ア・
オー
プ
ン・
フォ
ーラム

の
第十二
回松
本会

舘
は三
十
日、松

本市本庄一
のホテル・
プエ
ナビス
タ

で
開幕

し
た。
「
新世紀へ
の
知的
戦
略」
砕英通
テ
！マ

にし
た二
日間

フォーラムの会議開幕

ロ

年

聞

の

歴

史

ド
の
ハ一
イ
テ
ク
輸
出
や
I
T

（情
報技
術）
を
駆使し
た

世界規模
の開発
態勢
の実

現などの
例を
挙げ、その

課
題に言
及し
た上で、各

国
が域内
や世
界で果たし

つつ
ある
役割

について
説

明し
た。
第二
セッ
ショ
ン

は
「
経
済
戦
略
と
情
報
環

賓としてあい
さっし

た台
境」
をデ
lマ

に
し

た。

湾・
国家政
策研究基金

会

日台
双
方の代表団が来

の郭椀容氏は「昨日（ニ
松し
た二
十九
日には、同

十九
日）

、
旧開智学校を
ホテル

に
約二
百人が集ま

見たが、
明治
の教育
の理
り、歓
迎
晩さ
ん会を闘い

念に感銘を
受けた 。
明
治
た。
地
元
行政

関係者や財

の精神を発揮して、現代
界人も招

かれ 引
琴と尺八

の教

育改革につなが
ちな

の演奏
で会
額出

席者をも

い
か」
と
話し
た。

てなし
た。
三
オ一
日は第

．、
続
く
第一
セッ
ショ
ン
三セッ
ショ
ン「
文化と
安

「
グロ
1パ

リズムと
アジ
全

保障」をおこ
なっ

た後、

アの現実」
では、
日本側
会場を
松

本
車
暴文化ホ

から作家・
深田桔介氏 、

ール
に移
し

、同フォ
1ラ

台湾側かち陳小紅国サ
霞
ム

の歴
史
を
握
り返る特別

治大学教
授がそれぞれ
報
シンポ
ジ
ウム「
アジ
ア－

t問。
深田
氏は一
九九七
年
オープン・
フォ
ーラム

の

の通
貨危
機以降 、
急速
に
十二
年
間」
など
を盛る閉

景気回復しているアジ
ア

会式をおこ
な
う 。
一
壁市

各国を
個別
に分
可
イン
毘の来場
も受
り付ゆる。

の日
程

で、一ニ
つ
のセッ
ショ
シをお
乙な
い

、一
年に一
度聞いてい

た会
識
を今回

で終
了
する。

松本市出
身

の東京外国
語大学学畏・

中嶋
嶺雄
氏が代表世
話
人を務めてお
り

、
岡市でフォ
ーラムの節

目
を
飾る
意義につい
て触れ
る出
席者
もい

た。

今

回

で

幕

悦
開
シ
ン
約
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